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科目名 
 

社会福祉援助技術論Ⅱ 

対象学科・学年 
  教育教福3回生  
   
   
  
  

担当者 
 

神部 智司 

授業テーマ 
 生活支援に必要な知識と技術について、基本的理解を深める。 
授業の概要と目標 
 本講義では、まずソーシャルワークの展開過程や基盤（目的・価値・原則等）について確認したうえで、特に間接・関連援助

技術として位置づけられている社会福祉調査法、社会福祉（地域福祉）計画、社会福祉の経営・運営と計画、社会活動、ケアマ

ネジメントについて取り上げ、それぞれの知識と技法について体系的に学習する。 

評価方法 
 定期試験および平常点（出席状況、受講態度、提出物等）による総合的な評価を行う。 

テキスト 
 新・社会福祉士養成テキストブック③社会福祉援助技術論（下） 

著者 
 黒木保博，福山和女，

牧里毎治 

出版社 
 ミネルヴァ書房 

参考書 
  

著者 
  

出版社 
  

授業スケジュール・内容 

  
  １．ソーシャルワークの枠組み（１）   ソーシャルワークの理論的枠組み  

２．ソーシャルワークの枠組み（２）   ソーシャルワークの内容  
  ３．ソーシャルワークの枠組み（３）   ソーシャルワークにおけるニーズ把握  
  ４．ソーシャルワークの枠組み（４）   社会資源 
  ５．社会福祉調査法（１）        社会福祉調査の基本的性格 
  ６．社会福祉調査法（２）        統計調査法における調査技術 
  ７．社会福祉調査法（３）        統計調査の実際① 
  ８．社会福祉調査法（４）        統計調査の実際② 
  ９．社会福祉調査法（５）        事例調査における調査技術 
 １０．社会福祉調査法（６）        事例調査の実際① 
 １１．社会福祉調査法（７）        事例調査の実際② 
 １２．社会福祉（地域福祉）計画（１）   社会福祉（地域福祉）計画の特質 
 １３．社会福祉（地域福祉）計画（２）   社会福祉（地域福祉）計画の必要性  
１４．社会福祉（地域福祉）計画（３）   地域福祉計画の策定における住民参加の方式 
１５．社会福祉（地域福祉）計画（４）   地域福祉計画の技術 
１６．社会福祉の経営・運営と計画（１）  社会福祉の経営・運営と計画の概念 
１７．社会福祉の経営・運営と計画（２）  社会福祉の経営・運営と計画の機能 
１８．社会福祉の経営・運営と計画（３）  社会福祉の経営・運営と計画の技術 
１９．社会活動（１）           社会活動の考え方 
２０．社会活動（２）           社会活動の方法と技術 
２１．社会活動（３）           社会活動の実際 
２２．ケアマネジメント（１）       ケアマネジメントの概要 
２３．ケアマネジメント（２）       ソーシャルワークにおけるケアマネジメントの位置づけ 
２４．ケアマネジメント（３）       ケアマネジメントの過程① 
２５．ケアマネジメント（４）       ケアマネジメントの過程② 
２６．ケアマネジメント（５）       高齢者分野におけるケアマネジメントの特性 
２７．ケアマネジメント（６）       障がい者分野におけるケアマネジメントの特性 
２８．ケアマネジメント（７）       子ども分野におけるケアマネジメントの特性 
２９．ソーシャルワークの課題と展望（１） ソーシャルワークの現況 
３０．ソーシャルワークの課題と展望（２） ソーシャルワークの展望 

 

 


